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しうる 3つの波あるいは時期からなる。1990年から 1994年までの第 1波に特徴的なのは，議論の激しさと実証主
義の強調である。1995年になると，批判者の数は増える一方でGIS研究者からの参加がなくなり，議論は衰退した。
しかしながら，この第 2波はGIS研究者と批判者との間に多くの共同作業が芽生えた時期でもあった。GISの社会
的影響に関する研究を目的として，NCGIA（National Center for Geographic Information and Analysis）のイニ
シアチブ 19（Initiative 19）が開始されると，ますます多くの批判者がGIS側の同僚と研究をおこなうようになっ
















とはできない。（Rorty, 1989: xiv） 
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することで自らを守ってきた（Gross and Levit, 
































学にも適用されるようになった（Billing et al, 1984; 









1988）や真偽の主張の対称性 The symmetry of 




















































































































































































































































































と哲学:現実の戦争と論争 History and philosophy 
of geography: real wars, theory wars（1992，

































































研究:実証主義，ポスト実証主義とその後 GIS and 





























1983年訳注 2)，オークリッジ Oak Ridge 国立研究
所の GIS 研究者であるジェローム ドブソン
































































































































































































































































































































































































































































いなかったようである。1996 年までに GIS は，年



























加 Public participation in GIS」（PPGIS）というワ
ークショップが 1996 年，メーン州のオロノで開催
され，多くの GIS批判者と研究が参加した。このワ
ークショップは，1998年の University Consortium 


















































































であった。1995 年以前の GIS 支持者と懐疑論者と

























































































































































































（Buttenfield,pers. interview, 1998; Estes, pers. 












































意見がある (Chrisman, pers. interview, 1998; 
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1．本文でシュールマンは「情報からの後退 retreat from 
information」（schuurman,2000:573）と引用しているが，
これは誤りだろう。テイラー論文では「知識から情報への後
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